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地球最大の山岳：南極大陸 

 南極大陸上には面積約 1200 万平方 Km、平均の厚さ 1856 mの雪氷層が分布し、巨大な氷床を形成

している．この南極氷床は体積 2938 万立方 Km におよび、この量は海水準換算で 65 m に相当する．

地球上に存在する淡水の 80％は氷の形で存在し、その９０．６％が南極大陸（氷床）を作っている． 

南極大陸はいわば見かけ上の表現であるから、以降は南極氷床とよぶ．南極氷床は他の大陸地殻で

構成された大陸に比べて異常に高く、その平均標高２３００mはユーラシア大陸のそれの３倍に近い． 

  

南極氷床に関わる気候環境はその地球上の位置、その地形の特性から特有の気候・雪氷環境シス

テムをもち、そのシステムによって質量収支機構が維持されているのである． 

南極氷床の科学的探査は国際地球観測年（IGY,1957-8）以降であり、IGYでは特に南極内陸部の探査

に重点がおかれた． 

 

１．IGY時代のわが国の内陸調査 

 第１次南極観測隊（JARE1）の越冬隊はさまざまな苦労を重ね、白瀬氷河左岸の露岩ポツヌーテン

の地学的調査を行った．わが国最初の内陸調査の成果である．JARE3はオーストラリア調査隊の航空

機が視認したという ANARE山脈の探査を行ったが、幻の探査行となった．JARE4は１９３９年にノル

ウェー隊が視認した山地に向かい、多大の地学的成果をあげ、続く JARE5 は小型雪上車を駆使し、

南緯７５度、標高３０００m内陸高原近くに進出することに成功した．当時の内陸探査はまさに探検

的であり、想像を超える苦労があったのである．こうした先人の努力によって、昭和基地南方の氷

床内陸部の状況が次第に明らかにされていったが、なお、多くの未知の解明が次の世代に委ねられ

たのである． 

 

２．南極点トラバースの成功からエンダ−ビ-ランド計画（1969—1975）へ 

 雪氷研究者自らの構想に基づく研究計画は第 10次南極観測隊から開始された「エンダ−ビ-ランド

雪氷総合計画」を嚆矢とする． エンダ−ビ-ランド計画の発足には、第 8 次−9 次の南極観測隊によ

る昭和基地−極点往復トラバ−スの成功が大きく影響していた．その第 1 は耐寒性をもつ大型雪上車

ＫＤ６０の開発であり、それを用いての往復 5000ｋｍに及ぶ内陸旅行の成功である．極点旅行の成

功によって我が国の内陸行動力は飛躍的に増大し、旅行の安全性も高まったと思われたのである． 

 

雪氷観測計画の目的は昭和基地南方に広がるみずほ高原域で内陸トラバ‐ス観測網を展開し、そ

の領域の質量収支および氷床のダイナミックスを解明しようとする野心的なものであった．したが

って、内陸トラバ−スの主要な目的は氷床質量収支と氷床表面流動の観測であった．10次隊はやまと

山脈を起点とした三角鎖測量、１１次隊はサンダ−コック・ヌナタ−クを起点とした開放基線測量を



 

行うというものである．やまと山脈はすでに 4次隊によって探査されていたが、サンダ−コック・ヌ

ナタ−クはその存在が航空機によって確認されただけの未踏の山塊であった． 

 

春が始まる 10 月上旬に基地を発ち、春−夏期間に 3 ヶ月に及ぶ内陸観測を行うのである．観測域

の大半は前人未踏の地であり、主要な基本観測は地形図作成のための位置測定と気圧測高である．

100ｋｍ毎に天測を行い、天測点間は２ｋｍ毎に積雪量観測のための雪尺を立て、磁石と雪上車の距

離計で位置決めをするのである．同時に氷の下の南極大陸の地形を知ることでもあったが、氷床の

氷の厚さはアイスレ−ダ−と補完的な重力観測で測定された．エンダ−ビ-ランド計画が開始された頃

の 1968 年、米国隊による西南極大陸のバ−ﾄﾞ基地での 2164ｍの深さの氷床底に達する深層掘削の成

功の報が届いた．彼らは 1967年にグﾘ−ﾝランドのキャンプ・センチュリ−で 1387ｍの氷床底までの掘

削に成功し、そのコア解析による過去の気候の復元は後に驚くべき成果をもたらした．この成功に

日本の雪氷研究者も大きな関心を寄せ、将来の深層掘削の準備に入ったのである．後のﾄﾞ−ムふじ深

層掘削計画の源はこの時点にあったといえよう． 

 

氷床掘削計画を進めるには内陸に基地を持つことが必要であった．そのために１１次隊が内陸基

地建設を行うことになった．当時の日本の観測隊には内陸基地建設の具体的なプログラムはなかっ

たが、幸いなことに南極観測再開に際して日本学術会議南極特別委員会は将来構想として地磁気の

子午線方向に内陸基地を設けるべきという建議を残していたのである．設置されたみずほ基地で、

12 次隊から手探りのような掘削が始まった．エンダ−ビ-ランド計画期間中、電気熱式掘削機による

掘削は１５０ｍの深度を越すことが出来なかったが、しかし氷床掘削の歴史は開始されたのである． 

 

３．第Ⅱ期内陸観測（東ドローニングモードランド）計画（1982-1986）の展開 

 1981 年に日本を出発した第 23 次観測隊の雪氷グル-プによって、第Ⅱ期雪氷総合観測計画が開始

された．本計画はエンダ−ビ-ランド計画に引き続く、雪氷総合観測計画であるが、同時に 1981年に

我が国が参加した国際南極雪氷学計画（IＡＧＰ）の一環でもある．東南極大陸を対象地域とし、氷

床表面と基盤の地形、流動に関わる諸因子、質量・エネルギ−収支、氷縁部の諸現象の観測を目的と

した計画である． 

  

第Ⅱ計画の主要な観測はＩＡＧＰ計画に沿ったもので、特に白瀬氷河の主流線からベルジカ山群

にかけての 2000ｍ等高線沿いの流動トラバ-ス観測は2ＩＧＢＰ計画からも大いに期待された．本計

画の第２の目的はみずほ基地における中層（７００ｍ深）掘削である． 

 また本計画に引き続く第Ⅲ期計画を想定し、第Ⅲ期ではより内陸域への観測展開が計画された．

第Ⅲ期計画はその後「ド-ムふじ深層掘削計画」として進められることになる．この第Ⅲ計画の実現

のためには氷床内陸域の地形の把握、特に東ドロ-ニングモ-ドランドの頂上域（ド-ム頂上）の発見

が最大の課題であった．そのために計画の後半に内陸域探査を行うことになっていた． 

  

みずほ基地での中層掘削は 700ｍの深さまでの掘削に成功した．しかし、液封液を用いない掘削は

この深さが限界で、これより深い掘削には液封掘削が必要であり、また電動切削掘削の技術の確立

の必要性が認識されたのも、一つの大きな成果というべきであろう．  

内陸域の探査はみずほ基地での掘削の後に、25 次と 26 次隊によって行われた．前進拠点を足場

に 26次隊（上田豊旅行隊長）によって南緯 77度付近までの探査が行われ、ﾄﾞ−ム頂上が発見された．

この発見は第Ⅲ期広域内陸観測計画実施の大きな礎になった．  



 

４．ドーム計画の展開（第一期計画：1992−1997）  

南緯 77度付近に存在が予想された氷床ドーム頂上域の探査によって、標高 3810mのドーム頂上が

南緯 77°22′、東緯 39°37′にあることを発見し、「ドームふじ（Ｆ）」と名付けられた．また、そ

の付近の氷の厚さは 2800～3000m、10m 深の雪温から推定される年平均気温は-58℃、予想される年

最低気温は-90℃、トリチウム濃度が示す 1963年層から推定される年降水量は 32mmであることなど

が明らかにされた．  

  

掘削計画のための準備は 33次隊による掘削地点の選定から始まった．この時点での最大の課題は

氷厚測定のためのアイスレ−ダ−の性能不足であった．すくなくとも 4000ｍの深さまでの測定能力が

必要であるが、当時のわが国のレ−ダ−の能力は 2500ｍ程度であった．つづく 34次隊の苦労は選点さ

れた地点での浅層掘削とその拡幅切削であったがこの拡幅の技術はわが国ではそれまで未経験であ

った． 

  

掘削孔の位置が決まると、はじめて掘削トレンチの位置が決まり、ド−ムふじ基地全体の配置が決

まる．３５次隊が担当する基地建物の建設を開始するためには３４次隊がケ−シングされた掘削孔を

完成させておく必要があった． 

  

つづく３５次隊のオペレ−ションも御難続きであった．なんとか昭和基地に物資を揚陸することが

できたが、夏の物資輸送計画は大幅変更となり、３５次隊は寒さの厳しい秋旅行を敢行し、さらに

春旅行を行なって、本来のスケジュ−ルに戻すことができた．おそらく、最近２０年のなかで、最も

厳しい輸送計画であったであろう．そして計画通り、３６次隊到着時にはみずほ基地が完成させる

ことが出来た．多くの苦労を克服し、３６次隊は初のド−ム基地越冬を成功させ、600ｍ深までの掘

削を行なった．そして３７次隊が掘削を引き継ぎ、2500ｍ深の掘削に成功し、34 万年の堆積層が日

の目を見ることとなった．  

  

その後の第二期深層掘削計画（2002~2007）も順調に実施され、2007年 1 月に 3035.22m深の、ほ

ぼ氷床底に達した．現在も氷床コアの解析が続けられているが、７２万年に遡る地球気候、環境変

動の記録が解明されつつある． 

以上 








